
令和３年度
「関係人口創出・拡大のための中間支援組織の提案型モデル事業」

成果報告会

団体名：特定非営利活動法人プラットフォームあおもり

小さなまちで、「つい、かかわり続けたくなる関係人口」と
まちの案内人や地域住民とのつながりを創り出し続ける
『中間支援組織とコーディネーターを育て継ぐ』 挑戦



1.事業概要・スキーム図

同じような課題を抱える全国各地の５つの小さなまちで、地域住民だけでは取り組みにくい
課題への挑戦をサポートする中間支援組織を育成するため、相互の信頼関係をベースに

ノウハウや知見を共有し、プロジェクト設計・実践・振り返りを繰り返す、関係人口創出・拡
大の持続可能な仕組みを創り出す。
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2.活動内容

主な活動内容①
関係人口を呼び込むプロジェクトの設計・実施・振り返り

Ⅰ.プロジェクトを通じて地域と外の人が長く関わるきっかけ作りの挑戦
【北海道八雲町】

①事前ワークショップ（オンライン）2021年6月7日19:00～21:00
②交流イベント＆振り返りワークショップ 2021年6月25日～26日

↓Ⅰ.まちが見える高台で実施した振り返りワークショップ

↑Ⅱ.移住者が取り組む公園整備事業
2021年12月7日読売新聞↑

Ⅱ.空き家再生・新規事業創出・移住者の呼び込みを支える中間
支援組織の挑戦 【鹿児島県南九州市(旧頴娃町)】

①事前ワークショップ(オンライン)2021年７月26日19:00～21:00
②交流イベント＆振り返りワークショップ 2021年10月29日～30日

など、計4回実施

主な活動内容②
中間支援組織・コーディネーターの学びあい

Ⅰ.「空き家再生を核にした、行政との連携による地域づくり」
オンラインワークショップ 2022年２月２日14:00～16:00

Ⅱ.成果を共有するためのラップアップミーティング

地域住民×関係人口×中間支援×行政の、
熱量の積が関係人口創出の成果になる

事業成果・KPI達成状況

項目 達成状況

1 参加者数
現地開催4回 合計 60名

(一般参加者32名、他地域コーディネーター等28名）

『関係人口と小さなまちが継続的に長くかかわり続けていくために、関係人口と地域住民と行政が、前向き
な姿勢でビジョンを共有し、同じゴールに向かう行動をサポートする中間支援組織を育てる』

事業成果・KPI達成状況

項目 達成状況

1 参加者数
オンラインワークショップ4回含め 計６回

合計 コーディネーター・関連自治体職員等 88名



2.活動内容

『関係人口と小さなまちが継続的に長くかかわり続けていくために、関係人口と地域住民と行政が、前向き
な姿勢でビジョンを共有し、同じゴールに向かう行動をサポートする中間支援組織を育てる』

主な活動内容①
関係人口を呼び込むプロジェクトの設計・実施・振り返り 計4回

Ⅱ.【鹿児島県南九州市(旧頴娃町)】
①事前ワークショップ(オンライン)2021年７月26日19:00～21:00
②交流イベント＆振り返りワークショップ 2021年10月29日～30日

Ⅰ.【北海道八雲町】
①事前ワークショップ（オンライン）2021年6月7日19:00～21:00
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主な活動内容②
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2.活動内容

『関係人口と小さなまちが継続的に長くかかわり続けていくために、関係人口と地域住民と行政が、前向き
な姿勢でビジョンを共有し、同じゴールに向かう行動をサポートする中間支援組織を育てる』

Ⅰ.「空き家再生を核にした、行政との連携による地域づくり」
オンラインワークショップ 2022年２月２日14:00～16:00



主な活動内容②
中間支援組織・コーディネーターの学びあい

2.活動内容

『関係人口と小さなまちが継続的に長くかかわり続けていくために、関係人口と地域住民と行政が、前向き
な姿勢でビジョンを共有し、同じゴールに向かう行動をサポートする中間支援組織を育てる』

Ⅱ.成果を共有するためのラップアップミーティング
2022年２月18日 14:00～17:00



主な活動内容② 中間支援組織・コーディネーターの学びあい

2.活動内容

『関係人口と小さなまちが継続的に長くかかわり続けていくために、関係人口と地域住民と行政が、前向き
な姿勢でビジョンを共有し、同じゴールに向かう行動をサポートする中間支援組織を育てる』

地域住民×関係人口×
中間支援×行政の、
熱量の積が関係人口
創出の成果になる



項目 検討内容

互助会的
ＥＣサイト
の運営

地域企業と中間支援組織が理念を共有し、互助会的に商品購入と利益分配を行えるECサイトの

仕組みを用意して、全国各地の中間支援組織と一緒にこの仕組みを活用することで、自立化・自
走化のための資金調達に貢献するための準備を行いました。

3.自立化・自走化の検討

デモサイトURL：https://platfarm-aomori.myshopify.com/ 



4.他地域への横展開の可能性の検討

項目 検討内容

コーディネーター
相互メンター

制度

中間支援組織が、そのスキルやマインドを高く保つためには、同じような課題を抱える地域と学びあ
い、課題に取り組む実践者同士が、相互にメンターとしての役割を果たし、プロジェクト設計→実施
→振り返りを繰り返すことが有効であると考えます。本事業で獲得した知見やノウハウを、チームとし
て共有し、活かしていくことが有効になります。

コーディネーター
品質基準の

作成

中間支援組織やコーディネーターが、独善的にならず地域と関係人口をつなぎ、どんな地域にも
継続的な関係構築のノウハウや経験を横展開していくためには、コーディネーターのスキルとマインド
に関しての客観的な評価基準が必要です。「品質基準書」を作成し、スキルセット・マインドセットの
両面から、取組前・取組中・取組後の評価を自身と周囲の評価を加える形で実施する品質基準
管理・運用のモデルづくりに取り組みました。


